
(57)【要約】

【課題】ＬＥＤチップを用いた発光装置において、絶縁

基材のパターン配線と金属板の端面との間の絶縁距離を

確保でき、かつコンパクトな構成にできる。

【解決手段】突出部１ａが設けられかつ突出部１ａの前

面に収納凹所１ｂが形成された金属板１と、収納凹所１

ｂに搭載されたＬＥＤチップ３と、突出部１ａが納入孔

２ａに挿入されて金属板１に接合されかつＬＥＤチップ

３が接続されるパターン配線４を有した絶縁基材２とを

備えている。絶縁基材２は、その外形が金属板１の外形

より大きく、絶縁基材２の端面が金属板１の端面よりも

突出した状態に接合されている。これにより、絶縁基材

２のパターン配線４と金属板１の端面との間の沿面距離

は、絶縁基材２の端面が金属板１の端面より突出してい

る分だけ長くなり、絶縁基材２のパターン配線４と金属

板１の端面との間の絶縁距離が確保される。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
前 方 に 突 出 し た 突 出 部 が 設 け ら れ 、 か つ 前 記 突 出 部 の 前 面 に 収 納 凹 所 が 形 成 さ れ た 金 属 板
と 、 前 記 収 納 凹 所 に 搭 載 さ れ て 前 記 金 属 板 に 熱 的 に 結 合 さ れ た 発 光 ダ イ オ ー ド チ ッ プ と 、
前 記 突 出 部 が 挿 入 さ れ る 納 入 孔 が 形 成 さ れ 前 記 金 属 板 に 重 ね た 形 で 前 記 金 属 板 に 接 合 さ れ
、 か つ 前 記 発 光 ダ イ オ ー ド チ ッ プ が 接 続 さ れ る パ タ ー ン 配 線 を 有 し た 絶 縁 基 材 と 、 透 光 性
を 有 し 前 記 発 光 ダ イ オ ー ド チ ッ プ を 封 止 し た 封 止 樹 脂 と 、 を 備 え た 発 光 装 置 で あ っ て 、
前 記 絶 縁 基 材 の 外 形 が 前 記 金 属 板 の 外 形 よ り 大 き い こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 金 属 板 の 前 記 絶 縁 基 材 と 反 対 側 の 面 を 覆 う 絶 縁 ゴ ム を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 絶 縁 ゴ ム の 前 記 金 属 板 と 反 対 側 の 面 に 接 合 さ れ る 金 属 放 熱 板 を さ ら に 備 え た こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 金 属 板 に 、 前 記 配 線 パ タ ー ン に 接 続 さ れ る 電 源 端 子 の 形 状 と 相 似 形 状 の 切 り 欠 き を 形
成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 切 り 欠 き は 、 前 記 電 源 端 子 の 形 状 よ り 大 き い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 光
装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 切 り 欠 き は 、 前 記 金 属 板 と 絶 縁 基 材 と を 接 着 す る 際 に こ れ ら 金 属 板 と 絶 縁 基 材 と を パ
イ ロ ッ ト ピ ン で 位 置 固 定 す る た め の パ イ ロ ッ ト 孔 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記
載 の 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 金 属 板 に 、 電 気 的 極 性 を 示 す 形 状 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 発 光
装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 金 属 板 に は 、 前 記 発 光 ダ イ オ ー ド チ ッ プ の 搭 載 に 必 要 な 基 準 位 置 を 示 す 凹 部 が 前 記 絶
縁 基 材 側 に 形 成 さ れ 、
前 記 絶 縁 基 材 に は 、 前 記 基 準 位 置 に 対 応 す る 位 置 に 凹 部 確 認 用 の 窓 が 形 成 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 金 属 板 に は 、 前 記 発 光 ダ イ オ ー ド チ ッ プ の 搭 載 に 必 要 な 基 準 位 置 を 示 す 孔 部 が 形 成 さ
れ 、
前 記 絶 縁 基 材 に は 、 前 記 基 準 位 置 に 対 応 す る 位 置 に 孔 部 確 認 用 の 窓 が 形 成 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 発 光 ダ イ オ ー ド チ ッ プ を 用 い た 発 光 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 よ り 、 発 光 ダ イ オ ー ド チ ッ プ （ 以 降 、 Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ と い う ） の 放 熱 性 を 高 め る と 共 に
Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ の 光 を 効 率 良 く 取 り 出 す た め に 、 金 属 板 に 前 方 に 突 出 し た 突 出 部 を 設 け る 一
方 、 パ タ ー ン 配 線 さ れ た 絶 縁 基 材 に 金 属 板 の 突 出 部 を 挿 入 す る 納 入 孔 を 形 成 し 、 こ れ ら 金
属 板 と 絶 縁 基 材 と を 突 出 部 を パ タ ー ン 配 線 さ れ て い な い 側 か ら 納 入 孔 に 挿 入 し て 接 合 し 、
突 出 部 の 前 面 に 形 成 し た 収 納 凹 所 に Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ を 実 装 し た 発 光 装 置 が 提 案 さ れ て い る （
特 願 ２ ０ ０ １ － ３ ４ ０ ８ ３ ２ 号 参 照 ） 。 こ の 発 光 装 置 は 、 Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ が 金 属 板 の 突 出 部
の 収 納 凹 所 に 直 接 実 装 さ れ て 金 属 板 と 熱 的 に 結 合 す る た め 、 Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ の 放 熱 性 が 向 上
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し 、 ま た 、 Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ か ら 放 た れ た 光 が 収 納 凹 所 の 内 面 で 反 射 さ れ る た め 、 Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ
プ の 光 を 効 率 良 く 取 り 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま た 、 チ ッ プ 型 Ｌ Ｅ Ｄ に 関 し 、 絶 縁 基 材 で あ る パ ッ ケ ー ジ 基 体 の 上 面 に 金 属 平 板 と リ ー ド
端 子 を 配 置 し 、 金 属 平 板 に 金 属 ブ ロ ッ ク を 接 合 し て そ の 金 属 ブ ロ ッ ク に Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ を 搭
載 し 、 Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ と リ ー ド 端 子 と を ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ に よ り 接 続 し 、 透 過 性 樹 脂 に よ
り パ ッ ケ ー ジ ン グ し た も の が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 こ の チ ッ プ 型 Ｌ
Ｅ Ｄ は 、 例 え ば 、 プ リ ン ト 回 路 基 板 等 に 実 装 さ れ て 、 そ の 端 子 が 回 路 配 線 に 接 続 さ れ て 使
用 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ４ １ ５ ５ ８ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ が 、 上 述 し た 従 来 の 発 光 装 置 に お い て は 、 パ タ ー ン 配 線 さ れ た 絶 縁 基 材 に 金 属 板 を
接 合 す る た め 、 絶 縁 基 材 の 端 面 近 傍 に 配 線 さ れ て い る パ タ ー ン 配 線 と 金 属 板 の 端 面 と の 沿
面 距 離 が 近 づ き 、 絶 縁 距 離 が 短 く な っ て し ま う と い う 問 題 が あ っ た 。 絶 縁 基 材 を 金 属 板 か
ら 遠 ざ け た 状 態 に 接 合 す れ ば 絶 縁 距 離 は 確 保 で き る も の の 、 そ の よ う な 構 成 で は 発 光 装 置
が 大 型 化 し て し ま う 。 ま た 、 金 属 板 に Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ を 直 接 実 装 し て い る の で 、 発 光 装 置 を
筐 体 等 に 取 付 け る 場 合 、 金 属 板 を 筐 体 か ら 浮 か し て 絶 縁 す る 必 要 が あ る 。 こ の た め 、 金 属
板 を 絶 縁 ゴ ム 等 で 絶 縁 す る こ と が 考 え ら れ る が 、 金 属 板 は 板 厚 を 有 す る た め 、 そ の 端 面 を
絶 縁 ゴ ム 等 で 完 全 に 絶 縁 す る の は 作 業 的 に 困 難 で あ る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
な お 、 上 述 の 特 許 文 献 １ に 記 載 の チ ッ プ 型 Ｌ Ｅ Ｄ は 、 絶 縁 基 材 で あ る パ ッ ケ ー ジ 基 体 に パ
タ ー ン 配 線 が 形 成 さ れ て お ら ず 、 パ タ ー ン 配 線 さ れ た 絶 縁 基 材 に 金 属 板 を 接 合 す る 構 成 に
は な っ て い な い 。 す な わ ち 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の チ ッ プ 型 Ｌ Ｅ Ｄ は 、 パ タ ー ン 配 線 さ れ た
絶 縁 基 材 に 金 属 板 を 接 合 す る 構 成 で あ る が た め に 生 じ る 、 絶 縁 基 材 の 端 面 近 傍 に 配 線 さ れ
て い る パ タ ー ン 配 線 と 金 属 板 の 端 面 と の 沿 面 距 離 が 近 づ き 絶 縁 距 離 が 短 く な っ て し ま う と
い う 上 述 の 課 題 を 解 決 す る も の で は な い 。 従 っ て 、 こ の 特 許 文 献 １ に 記 載 の 内 容 を 適 用 し
た と し て も 、 上 述 の 課 題 を 解 決 す る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 絶 縁 基 材 の パ タ ー ン 配 線 と 金
属 板 の 端 面 と の 間 の 絶 縁 距 離 を 確 保 で き 、 か つ コ ン パ ク ト な 構 成 の 発 光 装 置 を 提 供 す る こ
と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 請 求 項 １ の 発 明 は 、 前 方 に 突 出 し た 突 出 部 が 設 け ら れ 、 か つ 突
出 部 の 前 面 に 収 納 凹 所 が 形 成 さ れ た 金 属 板 と 、 収 納 凹 所 に 搭 載 さ れ て 金 属 板 に 熱 的 に 結 合
さ れ た 発 光 ダ イ オ ー ド チ ッ プ と 、 突 出 部 が 挿 入 さ れ る 納 入 孔 が 形 成 さ れ 金 属 板 に 重 ね た 形
で 金 属 板 に 接 合 さ れ 、 か つ 発 光 ダ イ オ ー ド チ ッ プ が 接 続 さ れ る パ タ ー ン 配 線 を 有 し た 絶 縁
基 材 と 、 透 光 性 を 有 し 発 光 ダ イ オ ー ド チ ッ プ を 封 止 し た 封 止 樹 脂 と 、 を 備 え た 発 光 装 置 で
あ っ て 、 絶 縁 基 材 の 外 形 が 金 属 板 の 外 形 よ り 大 き い も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の 構 成 に お い て は 、 絶 縁 基 材 の 外 形 が 金 属 板 の 外 形 よ り も 大 き い た め 、 絶 縁 基 材 の 端 面
は 金 属 板 の 端 面 よ り も 突 出 す る 。 こ の た め 、 絶 縁 基 材 の パ タ ー ン 配 線 と 金 属 板 の 端 面 と の
間 の 沿 面 距 離 は 、 絶 縁 基 材 の 端 面 が 金 属 板 の 端 面 よ り 突 出 し た 分 だ け 長 く な り 、 こ れ に よ
り 、 絶 縁 基 材 の パ タ ー ン 配 線 と 金 属 板 の 端 面 と の 間 の 絶 縁 距 離 が 確 保 さ れ る 。 ま た 、 発 光
ダ イ オ ー ド チ ッ プ は 、 金 属 板 の 突 出 部 に 形 成 さ れ た 収 納 凹 所 に 搭 載 さ れ て 金 属 板 と 熱 的 に
結 合 さ れ る 。 こ の た め 、 発 光 ダ イ オ ー ド チ ッ プ で 発 生 し た 熱 は 、 速 や か に 金 属 板 の 突 出 部
に 熱 伝 導 さ れ 、 突 出 部 を 通 じ て 金 属 板 全 体 に 広 が り 、 金 属 板 全 体 か ら 放 熱 さ れ る 。 ま た 、
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発 光 ダ イ オ ー ド チ ッ プ か ら 放 た れ た 光 は 、 収 納 凹 所 の 内 面 で 反 射 さ れ る た め 、 発 光 ダ イ オ
ー ド チ ッ プ の 光 を 効 率 良 く 取 り 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 装 置 に お い て 、 金 属 板 の 絶 縁 基 材 と 反 対 側 の 面
を 覆 う 絶 縁 ゴ ム を さ ら に 備 え た も の で あ る 。 こ の 構 成 に お い て は 、 絶 縁 ゴ ム に よ り 金 属 板
の 絶 縁 基 材 と 反 対 側 の 面 が 覆 わ れ 、 絶 縁 ゴ ム を 介 し て 筐 体 に 装 着 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 金
属 板 は 、 絶 縁 ゴ ム に よ り 筐 体 か ら 絶 縁 さ れ た 状 態 に な る 。 ま た 、 絶 縁 ゴ ム の 外 周 部 分 を 絶
縁 基 材 の 金 属 板 よ り も 突 出 し た 部 分 と 接 着 等 す る こ と に よ り 、 板 厚 を 有 す る 金 属 板 の 端 面
を 容 易 に 絶 縁 ゴ ム で 覆 う こ と が で き 、 金 属 板 の 端 面 も 完 全 に 絶 縁 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 光 装 置 に お い て 、 絶 縁 ゴ ム の 金 属 板 と 反 対 側 の 面
に 接 合 さ れ る 金 属 放 熱 板 を さ ら に 備 え た も の で あ る 。 こ の 構 成 に お い て は 、 発 光 ダ イ オ ー
ド チ ッ プ か ら 金 属 板 に 伝 達 さ れ た 熱 は 、 絶 縁 ゴ ム を 通 じ て 金 属 放 熱 板 に 伝 達 さ れ 、 金 属 放
熱 板 か ら 放 熱 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 装 置 に お い て 、 金 属 板 に 、 配 線 パ タ ー ン に 接 続
さ れ る 電 源 端 子 の 形 状 と 相 似 形 状 の 切 り 欠 き を 形 成 し た も の で あ る 。 こ の 構 成 に お い て は
、 電 源 端 子 は 、 金 属 板 側 か ら 金 属 板 に 形 成 さ れ た 切 り 欠 き を 通 し て 、 絶 縁 基 材 の 配 線 パ タ
ー ン に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 ５ の 発 明 は 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 光 装 置 に お い て 、 切 り 欠 き は 、 電 源 端 子 の 形 状 よ
り 大 き い も の で あ る 。 こ の 構 成 に お い て は 、 電 源 端 子 と 切 り 欠 き 周 縁 と の 間 に は 隙 間 が 生
じ 、 こ れ に よ り 、 電 源 端 子 と 金 属 板 と の 絶 縁 が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 ６ の 発 明 は 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 光 装 置 に お い て 、 切 り 欠 き は 、 金 属 板 と 絶 縁 基 材
と を 接 着 す る 際 に こ れ ら 金 属 板 と 絶 縁 基 材 と を パ イ ロ ッ ト ピ ン で 位 置 固 定 す る た め の パ イ
ロ ッ ト 孔 を 有 す る も の で あ る 。 こ の 構 成 に お い て は 、 電 源 端 子 を 通 す た め に 形 成 さ れ た 切
り 欠 き が パ イ ロ ッ ト 孔 を 有 し 、 パ イ ロ ッ ト 孔 は 切 り 欠 き と 共 に 形 成 さ れ る た め 、 パ イ ロ ッ
ト 孔 を 別 工 程 に よ り 形 成 す る 必 要 が な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
請 求 項 ７ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 装 置 に お い て 、 金 属 板 に 、 電 気 的 極 性 を 示 す 形
状 を 形 成 し た も の で あ る 。 こ の 構 成 に お い て は 、 金 属 板 に 形 成 さ れ た 電 気 的 極 性 を 示 す 形
状 に よ り 、 金 属 板 を 見 て 電 気 的 極 性 を 確 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
請 求 項 ８ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 装 置 に お い て 、 金 属 板 に は 、 発 光 ダ イ オ ー ド チ
ッ プ の 搭 載 に 必 要 な 基 準 位 置 を 示 す 凹 部 が 絶 縁 基 材 側 に 形 成 さ れ 、 絶 縁 基 材 に は 、 基 準 位
置 に 対 応 す る 位 置 に 凹 部 確 認 用 の 窓 が 形 成 さ れ て い る も の で あ る 。 こ の 構 成 に お い て は 、
金 属 板 に 形 成 さ れ た 凹 部 が 絶 縁 基 材 に 形 成 さ れ た 窓 を 通 し て 検 出 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 金
属 板 と 絶 縁 基 材 と が 接 合 さ れ た 状 態 で 、 こ の 凹 部 を 基 準 位 置 と し て 、 発 光 ダ イ オ ー ド チ ッ
プ を 実 装 す べ き 金 属 板 上 の 位 置 （ 収 納 凹 所 の 位 置 ） が 正 確 に 算 出 さ れ る 。 発 光 ダ イ オ ー ド
チ ッ プ は 、 金 属 板 と 絶 縁 基 材 と が 接 合 さ れ た 状 態 で 、 こ の 算 出 さ れ た 位 置 へ 実 装 さ れ 、 ボ
ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ に よ り 絶 縁 基 材 の パ タ ー ン 配 線 と 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
請 求 項 ９ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 装 置 に お い て 、 金 属 板 に は 、 発 光 ダ イ オ ー ド チ
ッ プ の 搭 載 に 必 要 な 基 準 位 置 を 示 す 孔 部 が 形 成 さ れ 、 絶 縁 基 材 に は 、 基 準 位 置 に 対 応 す る
位 置 に 孔 部 確 認 用 の 窓 が 形 成 さ れ て い る も の で あ る 。 こ の 構 成 に お い て は 、 請 求 項 ８ の 発
明 の 金 属 板 の 凹 部 を 孔 部 に 代 え た も の で あ り 、 請 求 項 ８ の 発 明 と 同 様 の 作 用 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 を 具 体 化 し た 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ （ ａ ） （ ｂ ）
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に お い て 、 発 光 装 置 １ ０ ０ は 、 ア ル ミ 製 の 金 属 板 １ に ガ ラ ス エ ポ キ シ 製 の 絶 縁 基 材 ２ が 重
ね た 形 で 接 合 さ れ て 構 成 さ れ て お り 、 発 光 ダ イ オ ー ド チ ッ プ （ 以 降 、 Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ と い う
） ３ が 封 止 樹 脂 ８ に よ り 封 止 さ れ た 複 数 の 発 光 部 １ ０ １ と 、 電 源 ピ ン ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ が 接
続 さ れ る 電 源 ピ ン 接 続 部 １ ０ ２ と 、 電 源 ピ ン 接 続 部 １ ０ ２ の 電 気 的 極 性 を 示 す 極 性 表 示 部
１ ０ ３ と 、 Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ ３ を 実 装 す べ き 位 置 を 検 出 す る た め の 基 準 位 置 と さ れ る 基 準 位 置
部 １ ０ ４ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
金 属 板 １ は 、 Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ ３ で 発 生 し た 熱 を 放 熱 す る 放 熱 板 の 役 割 を 果 た す も の で あ る 。
絶 縁 基 材 ２ は 、 Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ ３ が 接 続 さ れ る パ タ ー ン 配 線 ４ （ 一 部 の み を 図 示 し て い る ）
を 一 方 の 面 に 有 し て お り 、 他 方 の 面 に 接 着 剤 （ ６ ） に よ り 金 属 板 １ が 接 合 さ れ て い る 。 こ
の 絶 縁 基 材 ２ は 、 そ の 外 形 が 金 属 板 １ の 外 形 よ り 大 き く 、 絶 縁 基 材 ２ の 外 形 周 縁 （ 端 面 ）
が 金 属 板 １ の 外 形 周 縁 （ 端 面 ） よ り も 突 出 し た 状 態 に 接 合 さ れ て い る 。 こ の 発 光 装 置 １ ０
０ は 、 絶 縁 基 材 ２ の 外 形 周 縁 を 金 属 板 １ の 外 形 周 縁 よ り も 突 出 さ せ る こ と に よ り 、 絶 縁 基
材 ２ の 一 方 の 面 に 形 成 さ れ た パ タ ー ン 配 線 ４ か ら 絶 縁 基 材 ２ の 他 方 の 面 に 接 合 さ れ た 金 属
板 １ の 外 形 端 面 ま で の 沿 面 距 離 を 長 く と り 、 パ タ ー ン 配 線 ４ と 金 属 板 １ の 間 の 絶 縁 距 離 を
確 保 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
次 に 、 上 記 発 光 部 １ ０ １ に つ い て 図 ２ （ ａ ） （ ｂ ） を 参 照 し て 説 明 す る 。 金 属 板 １ は 、 前
方 に 突 出 し た 突 出 部 １ ａ を 有 し 、 こ の 突 出 部 １ ａ の 前 面 に 収 納 凹 所 １ ｂ が 形 成 さ れ て い る
。 絶 縁 基 材 ２ は 、 金 属 板 １ の 突 出 部 １ ａ が 挿 入 さ れ る 納 入 孔 ２ ａ を 有 し て お り 、 納 入 孔 ２
ａ に 突 出 部 １ ａ が 挿 入 さ れ た 状 態 で 、 絶 縁 基 材 ２ の 一 方 の 面 が 接 着 剤 ６ に よ り 金 属 板 １ に
接 合 さ れ て い る 。 絶 縁 基 材 ２ の 他 方 の 面 に は 、 銅 箔 か ら 成 る パ タ ー ン 配 線 ４ が 形 成 さ れ て
お り 、 納 入 孔 ２ の 開 口 部 の 周 り を 囲 む よ う に リ ン グ 状 の 枠 部 材 ５ が 設 け ら れ て い る 。 こ の
枠 部 材 ５ は 、 プ ラ ス チ ッ ク 樹 脂 に よ り 形 成 さ れ て い る 。 金 属 板 １ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、
上 記 突 出 部 １ ａ を 複 数 箇 所 に 有 し て い る 。 絶 縁 基 材 ２ は 、 こ れ ら 複 数 の 突 出 部 １ ａ に 対 応
す る 箇 所 に 納 入 孔 ２ ａ 、 パ タ ー ン 配 線 ４ 、 及 び 枠 部 材 ５ を 有 し て お り 、 各 納 入 孔 ２ ａ に 各
突 出 部 １ ａ が 挿 入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ ３ は 、 納 入 孔 ２ ａ に 挿 入 さ れ た 突 出 部 １ ａ 前 面 の 収 納 凹 所 １ ｂ の 底 面 に 直 接
実 装 さ れ 、 ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ ７ に よ り パ タ ー ン 配 線 ４ と 接 続 さ れ て い る 。 Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ
３ は 、 収 納 凹 所 １ ｂ の 底 面 に 直 接 実 装 さ れ て い る た め 、 金 属 板 １ と 熱 的 に 結 合 さ れ て い る
。 封 止 樹 脂 ８ が 納 入 孔 ２ ａ 及 び 枠 部 材 ５ 内 に 充 填 さ れ て お り 、 Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ ３ と ボ ン デ ィ
ン グ ワ イ ヤ ７ は 、 こ の 封 止 樹 脂 ８ に よ り 封 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ の よ う な 発 光 部 １ ０ １ に よ れ ば 、 Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ ３ が 金 属 板 １ の 突 出 部 １ ａ の 収 納 凹 所 １
ｂ に 直 接 実 装 さ れ て 金 属 板 １ と 熱 的 に 結 合 さ れ て い る た め 、 Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ ３ で 発 生 し た 熱
は 、 速 や か に 金 属 板 １ の 突 出 部 １ ａ に 熱 伝 導 さ れ 、 突 出 部 １ ａ を 通 じ て 金 属 板 １ 全 体 に 広
が り 、 金 属 板 １ 全 体 か ら 放 熱 さ れ る 。 ま た 、 Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ ３ か ら 横 方 向 に 放 射 さ れ た 光 は
、 収 納 凹 所 １ ｂ の 内 面 で 上 方 に 向 け て 反 射 さ れ る た め 、 Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ ３ か ら 放 射 さ れ た 光
は 、 効 率 良 く 外 部 に 出 射 さ れ る 。 ま た 、 枠 部 材 ５ を 絶 縁 基 材 ２ の 納 入 孔 ２ ａ の 開 口 部 の 周
り を 囲 む よ う に 設 け て い る た め 、 Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ ３ を 封 止 す る 封 止 樹 脂 ８ が 納 入 孔 ２ ａ す な
わ ち Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ ３ の 近 傍 か ら は み 出 す こ と が な く 、 封 止 樹 脂 ８ の 表 面 形 状 が 集 光 効 率 の
よ い レ ン ズ 形 状 に な る 。 こ れ に よ り 、 Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ ３ か ら 放 射 さ れ た 光 は 、 封 止 樹 脂 ８ の
表 面 を 透 過 す る こ と に よ り 効 率 よ く 集 光 さ れ て 外 部 に 出 射 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
次 に 、 上 記 電 源 ピ ン 接 続 部 １ ０ ２ に つ い て 図 ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。 絶 縁 基 材 ２ は 、 電 源
ピ ン ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ が 圧 入 さ れ て 電 気 的 に 接 続 さ れ る ピ ン 圧 入 孔 ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ を 有 し て
い る 。 パ タ ー ン 配 線 ４ は 、 絶 縁 基 材 ２ 上 か ら ピ ン 圧 入 孔 ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ の 内 周 面 に 至 っ て
形 成 さ れ て い る 。 一 方 、 金 属 板 １ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ひ ょ う た ん 型 の 形 状 を し た 切 り
欠 き １ １ を 有 し て い る 。 こ の 切 り 欠 き １ １ は 、 電 源 ピ ン ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ が 挿 通 さ れ る ピ ン
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挿 通 孔 １ １ ａ ， １ １ ｂ と 、 パ イ ロ ッ ト 孔 １ １ ｃ （ 詳 細 は 後 述 す る ） と を 有 し て い る 。 ピ ン
挿 通 孔 １ １ ａ ， １ １ ｂ は 、 電 源 ピ ン ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ の 径 と 相 似 形 状 で 、 か つ 電 源 ピ ン ２ ５
ａ ， ２ ５ ｂ の 径 よ り も 絶 縁 距 離 分 大 き い 径 に 切 り 欠 か れ て い る 。 電 源 ピ ン ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ
は 、 金 属 板 １ 側 か ら 金 属 板 １ の ピ ン 挿 通 孔 １ １ ａ ， １ １ ｂ を 通 し て 絶 縁 基 材 ２ の ピ ン 圧 入
孔 ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ に 圧 入 さ れ て 、 パ タ ー ン 配 線 ４ と 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の よ う な 電 源 ピ ン 接 続 部 １ ０ ２ に よ れ ば 、 電 源 ピ ン ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ は 、 金 属 板 １ の ピ ン
挿 通 孔 １ １ ａ ， １ １ ｂ を 通 し て 接 続 さ れ る た め 、 発 光 装 置 １ ０ ０ が コ ン パ ク ト に な る 。 ま
た 、 ピ ン 挿 通 孔 １ １ ａ ， １ １ ｂ の 径 は 、 電 源 ピ ン ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ の 径 よ り も 絶 縁 距 離 分 大
き い た め 、 電 源 ピ ン ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ と 金 属 板 １ の 間 の 絶 縁 が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
な お 、 上 記 パ イ ロ ッ ト 孔 １ １ ｃ は 、 金 属 板 １ と 絶 縁 基 材 ２ と を 重 ね 合 わ せ て 接 着 す る 際 に
、 金 属 板 １ と 絶 縁 基 材 ２ と を 位 置 固 定 す る た め の パ イ ロ ッ ト ピ ン ５ ０ を 挿 入 す る た め の も
の で あ る 。 パ イ ロ ッ ト ピ ン ５ ０ は 、 金 属 板 １ 又 は 絶 縁 基 材 ２ に 接 着 剤 ６ を 塗 布 し て 両 者 を
貼 り あ わ せ た 後 、 金 属 板 １ の パ イ ロ ッ ト 孔 １ １ ｃ と 絶 縁 基 材 ２ に 形 成 さ れ た パ イ ロ ッ ト 孔
２ ７ の 双 方 に 通 さ れ て 、 接 着 剤 ６ が 硬 化 す る ま で の 間 両 者 に 位 置 ず れ が 生 じ な い よ う に 固
定 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
パ イ ロ ッ ト 孔 １ １ ｃ は 、 上 述 の よ う に 切 り 欠 き １ １ に よ り ピ ン 挿 通 孔 １ １ ａ ， １ １ ｂ と 共
に 形 成 さ れ て い る 。 こ の た め 、 パ イ ロ ッ ト 孔 １ １ ｃ を 別 工 程 に よ り 形 成 す る 必 要 が な く 、
ピ ン 挿 通 孔 １ １ ａ ， １ １ ｂ と パ イ ロ ッ ト 孔 １ １ ｃ と を １ 回 の 切 り 欠 き 工 程 に よ り 同 時 に 形
成 す る こ と が で き 、 工 数 の 削 減 に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
次 に 、 極 性 表 示 部 １ ０ ３ に つ い て 説 明 す る 。 極 性 表 示 部 １ ０ ３ は 、 電 源 ピ ン 接 続 部 １ ０ ２
の 電 気 的 極 性 を 示 す も の で あ り 、 電 気 的 極 性 を 示 す 形 状 の 刻 印 １ ２ を 金 属 板 １ 上 に 施 す こ
と で 、 金 属 板 １ 上 に 形 成 さ れ て い る （ 図 １ （ ｂ ） ） 。 図 示 の 例 で は 、 ピ ン 挿 通 孔 １ １ ｂ の
近 傍 に 「 － 」 形 状 の 刻 印 １ ２ が 施 さ れ て お り 、 こ れ に よ り 、 電 源 ピ ン ２ ５ ｂ 側 が マ イ ナ ス
極 性 で あ り 、 電 源 ピ ン ２ ５ ａ 側 が プ ラ ス 極 性 で あ る こ と が 示 さ れ て い る 。 こ の よ う な 極 性
表 示 部 １ ０ ３ を 形 成 す る こ と に よ り 、 金 属 板 １ を 見 て 電 源 ピ ン 接 続 部 １ ０ ２ の 電 気 的 極 性
を 確 認 す る こ と が で き 、 発 光 装 置 １ ０ ０ の 組 立 て や 施 工 時 に 誤 結 線 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
次 に 、 上 記 基 準 位 置 部 １ ０ ４ に つ い て 図 ５ （ ａ ） （ ｂ ） を 参 照 し て 説 明 す る 。 金 属 板 １ は
、 絶 縁 基 材 ２ 側 に ０ ． ５ ［ ｍ ｍ ］ 程 度 の 大 き さ の 四 角 形 状 の 凹 部 １ ３ を 有 し 、 絶 縁 基 材 ２
は 、 凹 部 １ ３ を 絶 縁 基 材 ２ 側 か ら 確 認 す る た め の 窓 ２ １ を 有 し て い る 。 凹 部 １ ３ は 、 Ｌ Ｅ
Ｄ チ ッ プ ３ を 実 装 す る の に 必 要 な 金 属 板 １ 上 の 基 準 位 置 を 示 す も の で あ る 。 こ の よ う な 基
準 位 置 部 １ ０ ４ に よ れ ば 、 絶 縁 基 材 ２ に 形 成 さ れ た 窓 ２ １ を 通 し て 、 金 属 板 １ に 形 成 さ れ
た 凹 部 １ ３ す な わ ち 金 属 板 １ 上 の 基 準 位 置 を 確 認 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ ３ の 実 装 に あ た っ て は 、 金 属 板 １ と 絶 縁 基 材 ２ と を 接 合 し た 状 態 で 、 自 動 実
装 装 置 に よ り 窓 ２ １ を 通 し て 凹 部 １ ３ の 端 面 が 検 出 さ れ 、 そ の 凹 部 １ ３ の 端 面 を 基 準 位 置
と し て 金 属 板 １ 上 の Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ ３ を 実 装 す べ き 位 置 （ 収 納 凹 所 １ ｂ の 位 置 ） が 正 確 に 算
出 さ れ る 。 そ し て 、 Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ ３ は 、 自 動 実 装 装 置 に よ り 、 そ の 算 出 さ れ た 位 置 す な わ
ち 収 納 凹 所 １ ｂ の 中 央 近 辺 に 搭 載 さ れ 、 ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ ７ に よ り パ タ ー ン 配 線 ４ と 接
続 さ れ て 実 装 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ ３ は 正 確 に 実 装 さ れ 、 Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ ３ の
実 装 歩 留 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
な お 、 基 準 位 置 部 １ ０ ４ は 、 図 ６ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う な 構 成 で あ っ て も よ い 。 こ の 構
成 で は 、 金 属 板 １ は 、 凹 部 １ ３ に 代 え て 孔 部 １ ４ を 有 し て い る 。 こ の よ う な 構 成 の 基 準 位
置 部 １ ０ ４ に よ っ て も 、 窓 ２ １ を 通 し て 孔 部 １ ４ す な わ ち 金 属 板 １ 上 の 基 準 位 置 を 確 認 で
き る た め 、 上 記 と 同 様 に 、 Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ ３ は 正 確 に 実 装 さ れ 、 Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ ３ の 実 装 歩 留
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が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 上 記 発 光 装 置 １ ０ ０ は 、 筐 体 等 に 取 付 け る 際 に 金 属 板 １ を 筐 体 か ら 絶 縁 し た 状 態 に
す る 必 要 が あ り 、 こ の た め 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 絶 縁 ゴ ム ６ ０ で 金 属 板 １ の 絶 縁 基 材 ２ と
反 対 側 の 面 が 被 覆 さ れ 、 さ ら に 、 金 属 放 熱 板 ７ ０ が 絶 縁 ゴ ム ６ ０ の 金 属 板 １ と 反 対 側 の 面
に 接 合 さ れ る 。 発 光 装 置 １ ０ ０ は 、 金 属 放 熱 板 ７ ０ を 筐 体 等 に 接 触 さ せ た 状 態 で 筐 体 等 に
取 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
絶 縁 ゴ ム ６ ０ は 、 金 属 板 １ の 外 周 端 面 を 覆 っ て 絶 縁 基 材 ２ に 接 着 等 さ れ る 。 絶 縁 ゴ ム ６ ０
の 寸 法 は 、 金 属 板 １ の 外 形 ＜ 絶 縁 ゴ ム ６ ０ の 外 形 ＜ 絶 縁 基 材 ２ の 外 形 、 或 い は 、 金 属 板 １
の 外 形 ＜ 絶 縁 基 材 ２ の 外 形 ＜ 絶 縁 ゴ ム ６ ０ の 外 形 と さ れ る 。 絶 縁 基 材 ２ が 金 属 板 １ の 外 形
よ り 大 き く 絶 縁 基 材 ２ の 外 形 周 縁 が 金 属 板 １ の 外 形 周 縁 よ り も 突 出 し て い る た め 、 絶 縁 ゴ
ム ６ ０ の 外 周 部 分 を 絶 縁 基 材 ２ の 突 出 し た 部 分 に 接 着 等 す る だ け で 、 金 属 板 １ の 端 面 も 容
易 に 絶 縁 ゴ ム で 覆 う こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 金 属 板 １ の 端 面 も 容 易 に 完 全 に 絶 縁 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
金 属 放 熱 板 ７ ０ は 、 Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ ３ か ら 金 属 板 １ に 伝 達 さ れ た 熱 を 放 熱 す る た め の も の で
あ る 。 こ の 金 属 放 熱 板 ７ ０ は 、 絶 縁 ゴ ム ６ ０ に よ る 絶 縁 を ス ポ イ ル し な い よ う に 、 絶 縁 ゴ
ム ６ ０ の 外 形 よ り も 小 さ い 寸 法 と な っ て い る 。 金 属 放 熱 板 ７ ０ を 筐 体 等 に 接 触 さ せ て お く
こ と で 、 金 属 板 １ か ら 金 属 放 熱 板 ７ ０ に 伝 達 さ れ た 熱 は 、 金 属 放 熱 板 ７ ０ か ら 直 接 空 気 中
に 放 熱 さ れ る と 共 に 、 筐 体 等 に も 伝 達 さ れ て 筐 体 等 か ら も 放 熱 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 絶 縁 基 材 の 外 形 が 金 属 板 の 外 形 よ り も 大 き
い た め 、 絶 縁 基 材 の パ タ ー ン 配 線 と 金 属 板 の 端 面 と の 間 の 適 切 な 絶 縁 距 離 を 確 保 し か つ コ
ン パ ク ト な 構 成 の 発 光 装 置 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 絶 縁 ゴ ム が 金 属 板 の 絶 縁 基 材 と 反 対 側 の 面 を 覆 う た め 、 絶 縁 ゴ
ム を そ の ま ま 筐 体 に 接 触 さ せ て 装 着 す る だ け で 、 金 属 板 を 筐 体 か ら 絶 縁 し た 状 態 に す る こ
と が で き る 。 ま た 、 絶 縁 ゴ ム の 外 周 部 分 を 絶 縁 基 材 の 金 属 板 よ り も 突 出 し た 部 分 と 接 着 す
る だ け で 、 金 属 板 の 端 面 も 容 易 に 完 全 に 絶 縁 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 金 属 放 熱 板 が 絶 縁 ゴ ム の 金 属 板 と 反 対 側 の 面 に 接 合 さ れ る た め
、 発 光 ダ イ オ ー ド チ ッ プ の 高 い 放 熱 性 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 金 属 板 に 電 源 端 子 の 形 状 と 相 似 形 状 の 切 り 欠 き が 形 成 さ れ て い
る た め 、 電 源 端 子 は 、 金 属 板 側 か ら 切 り 欠 き を 通 し て 絶 縁 基 材 の 配 線 パ タ ー ン に 接 続 さ れ
、 こ れ に よ り 、 コ ン パ ク ト な 構 成 の 発 光 装 置 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
請 求 項 ５ の 発 明 に よ れ ば 、 切 り 欠 き が 電 源 端 子 の 形 状 よ り 大 き い た め 、 電 源 端 子 と 金 属 板
の 間 の 絶 縁 を 確 保 で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
請 求 項 ６ の 発 明 に よ れ ば 、 切 り 欠 き が パ イ ロ ッ ト 孔 を 有 す る た め 、 パ イ ロ ッ ト 孔 を 別 工 程
に よ り 形 成 す る 必 要 が な く 、 発 光 装 置 の 製 造 工 数 を 削 減 で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
請 求 項 ７ の 発 明 に よ れ ば 、 金 属 板 に 電 気 的 極 性 を 示 す 形 状 が 形 成 さ れ て い る た め 、 金 属 板
を 見 て 電 気 的 極 性 を 確 認 す る こ と が で き 、 発 光 装 置 の 組 立 て や 施 工 時 に 誤 結 線 を 防 止 で き
る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
請 求 項 ８ の 発 明 に よ れ ば 、 金 属 板 に 基 準 位 置 を 示 す 凹 部 が 形 成 さ れ 絶 縁 基 材 に 凹 部 確 認 用
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の 窓 が 形 成 さ れ て い る た め 、 金 属 板 と 絶 縁 基 材 と を 接 合 し た 状 態 で 発 光 ダ イ オ ー ド チ ッ プ
を 実 装 す べ き 位 置 を 正 確 に 検 出 で き 、 発 光 ダ イ オ ー ド チ ッ プ の 実 装 歩 留 ま り を 向 上 で き る
。
【 ０ ０ ４ ２ 】
請 求 項 ９ の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 ８ の 発 明 と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 （ ａ ） は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 発 光 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 上 面 図 、 （ ｂ ） は
同 下 面 図 。
【 図 ２ 】 （ ａ ） は 同 発 光 装 置 の 発 光 部 の 構 成 を 示 す 部 分 拡 大 し た 上 面 図 、 （ ｂ ） は 同 断 面
図 。
【 図 ３ 】 同 発 光 装 置 の 金 属 板 の 構 成 を 示 す 絶 縁 基 材 へ の 接 合 面 側 か ら 見 た 図 。
【 図 ４ 】 同 発 光 装 置 の 電 源 ピ ン 接 続 部 の 構 成 を 示 す 部 分 拡 大 し た 断 面 図 。
【 図 ５ 】 （ ａ ） は 同 発 光 装 置 の 基 準 位 置 部 の 構 成 を 示 す 部 分 拡 大 し た 上 面 図 、 （ ｂ ） は 同
断 面 図 。
【 図 ６ 】 （ ａ ） は 同 発 光 装 置 の 基 準 位 置 部 の 別 の 構 成 を 示 す 部 分 拡 大 し た 上 面 図 、 （ ｂ ）
は 同 断 面 図 。
【 図 ７ 】 同 発 光 装 置 の 絶 縁 ゴ ム 及 び 放 熱 金 属 板 を 取 付 け た 構 成 を 示 す 部 分 拡 大 し た 断 面 図
。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 金 属 板
１ ａ 　 　 突 出 部
１ ｂ 　 　 収 納 凹 所
２ 　 　 絶 縁 基 材
２ ａ 　 　 納 入 孔
３ 　 　 Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ （ 発 光 ダ イ オ ー ド チ ッ プ ）
４ 　 　 パ タ ー ン 配 線
５ 　 　 枠 部 材
６ 　 　 接 着 剤
７ 　 　 ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ
８ 　 　 封 止 樹 脂
１ １ 　 　 切 り 欠 き
１ １ ａ ， １ １ ｂ 　 　 ピ ン 挿 通 孔
１ １ ｃ 　 　 パ イ ロ ッ ト 孔
１ ３ 　 　 凹 部
１ ４ 　 　 孔 部
２ １ 　 　 窓
２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ 　 　 電 源 ピ ン （ 電 源 端 子 ）
５ ０ 　 　 パ イ ロ ッ ト ピ ン
６ ０ 　 　 絶 縁 ゴ ム
７ ０ 　 　 金 属 放 熱 板
１ ０ ０ 　 　 発 光 装 置
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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